
  

思
い
ま
す
。
中
国
ハ
ル
ピ
ン
は
40

年

前
に
初
め
て
訪
れ
た
時
に
は
市
内
に
百

貨
店
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
だ
け
で

し
た
が
最
近
に
な
る
と
店
も
増
え
て
様

子
が
違
い
ま
し
た
。
欧
州
、
オ
ラ
ン
ダ

の
街
は
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
店
は
い
く
つ

か
あ
る
の
で
す
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
は
無
く
昔
な
が
ら
の
商
店
が

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
週
一
回
の
ペ
ー

ス
で
移
動
式
の
魚
屋
が
営
業
に
来
て
い

ま
し
て
そ
こ
の
魚
を
つ
ま
み
に
オ
ラ
ン

ダ
の
ビ
ー
ル
を
一
杯
と
い
う
の
が
私
の

楽
し
み
で
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
最

初
に
訪
問
し
た
時
は
ソ
連
の
一
部
で
し

た
が
現
在
の
首
都
ヌ
ル
ス
ル
タ
ン
（
現

ア
ス
タ
ナ
）
は
米
国
系
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
あ
る
の
を
見
た
事
が
あ
り

ま
す
。 

                

こ
こ
か
ら
は
パ
ル
セ
イ
ロ
の
社
長
と

し
て
お
話
で
す
が
会
社
と
し
て
は
大
き

く
「
フ
ロ
ン
ト
」
と
「
強
化
」
に
分
か

れ
ま
す
。
フ
ロ
ン
ト
は
営
業
や
運
営
、

広
報
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

へ
の
対
応
を
担
い
ま
す
。
強
化
は
チ
ー

ム
編
成
、
ス
カ
ウ
ト
・
コ
ー
チ
陣
が
所

属
し
ま
す
。
二
つ
の
部
署
は
ど
ち
ら
が

強
す
ぎ
て
も
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
の
パ
ル
セ
イ
ロ
の
課
題
は
営
業

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
信
州
ブ

レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
さ
ん
は
営
業
を

強
化
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
会
合
を
主
催
し
地
域
の
企
業
と
の
結

び
つ
き
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
は
私
達
も
参
考
と
し
て
よ
い
と

思
い
ま
す
。
近
年
の
Ｊ
３
の
平
均
予
算

は
７
億
円
で
当
社
も
同
じ
く
ら
い
で

す
。
Ｊ
３
ト
ッ
プ
だ
と
10

億
円
く
ら

い
Ｊ
２
の
平
均
が
14

億
円
Ｊ
１
に
な

る
と
平
均
42

億
円
と
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
差
を
埋
め
て
い
く
事
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
に
参

戦
し
て
い
る
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
も
知

名
度
、
チ
ー
ム
力
の
底
上
げ
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
地
域
と

共
に
歩
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
を
元
気
に
す
る
」
で
す
。
こ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
は
パ
ル
セ
イ
ロ
と
地
域
の
か
か

わ
り
、
ス
ケ
ー
ト
監
督
時
代
に
見
た
地

域
の
話
を
と
言
う
お
題
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
み
た
国
を
思
い

起
こ
し
な
が
ら
ま
と
め
て
み
ま
し
た
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
は
25

歳
ま
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
選
手
と
し
て
、
以
降
は
日
本
大
学
、

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
を
経
て
当
時
の
三
協
精

機
（
日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
、
現
ニ

デ
ッ
ク
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
㈱
）
の
監

督
を
２
０
２
２
年
３
月
に
廃
部
に
な
る

ま
で
務
め
ま
し
た
。
多
く
の
選
手
に
恵

ま
れ
ま
し
て
清
水
宏
保
、
高
木
菜
那
、

長
島
圭
一
郎
、
加
藤
条
治
ら
を
育
て
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
と
な
っ
て
か

ら
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
永
守
重
信
氏
の
下
で
活

動
し
た
の
で
す
が
、
自
他
と
も
に
厳
し

い
方
で
常
に
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
を
求

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
が
指
導
者
と

      

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
収
束
に
は
至
ら
ず
油
断
で
き
な
い
状
況
で
す
。
コ

ロ
ナ
に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
戦
闘
に
よ

り
世
界
平
和
が
乱
れ
、
輸
出
入
の
規
制
、
円
安
、
更
に
異
常

気
象
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
で
世
界
経
済
が
大
混
乱
し
ま
し

た
。 私

達
組
合
も
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
「
如
是

姫
ま
つ
り
」
を
実
施
し
、
自
組
合
単
独
で
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
」
を
行
い
、
お
客
様
と
会
員
の
皆
様
か
ら
ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
本
年
は
３
月
に
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
と

な
り
、
関
西
圏
が
身
近
に
な
り
、
信
州
の
観
光
・
経
済
が
変

化
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年(

25

年)

秋
に
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
須
坂
の
開
業
、
令
和
７
年
に
は
長
野
駅
前
Ｂ
地
区
の

再
開
発
が
着
手
さ
れ
、
２
０
３
１
年
に
は
「
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら

座
」
の
跡
地
活
用
、
２
０
２
６
年
に
は
ア
ゲ
イ
ン
跡
地
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
完
成
等
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
貌

し
ま
す
。 

中
心
市
街
地
に
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て
参
り
ま
す
が
、

私
達
は
こ
れ
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
足
腰
の
強
靭
化
を
図

り
、
情
報
の
共
有
化
に
よ
り
こ
の
波
を
迎
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
長
野
駅
前
は
ど
の
よ
う
な
波
が
襲
っ
て
来
て
も
、
長

野
市
の
玄
関
口
・
善
光
寺
の
玄
関
口
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
様
と
慌
て
ず
、
恐
れ
ず

50

年
後
１
０
０
年
後
の
長

野
市
の
有
り
方
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
、
知
恵
と
汗
を
出

し
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

理
事
長 

中
島 

克
文 
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副
理
事
長 

柏
木
久
仁
昭 

勇
往
邁
進 

 

〈
ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん
〉 

新
た
な
年
は
、
積
極
的
に
挑
戦
し
、

目
指
す
未
来
を
切
り
開
い
て
行
き
ま

し
ょ
う
。 

理
事
長 

中
島 

克
文 

継
続
は
力 

 

続
け
る
こ
と
の
重
要
性
、
弛
ま
ず
挫
け

ず
に
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、

個
々
の
成
果
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
地
道
に
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば

や
が
て
大
き
な
事
業
を
達
成
で
き
る
。 

理
事 

北
村 

泰
邦 

泰
然
自
若 

 

昨
年
に
引
き
続
き
で
す
が
諸
事
慌
て

ず
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

理
事 

田
中 

嘉
昭 

犬
馬
之
労 

 

〈
け
ん
ば
の
ろ
う
〉
犬
や
馬
が
そ
の
主
人
の

た
め
に
骨
を
折
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
転
じ

て
、
主
君
の
た
め
に
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
。

ま
た
、
主
人
や
他
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
働
く
こ
と
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
。 

理
事 

塩
沢 

 

均 

疾
風
怒
濤 

 

今
年
は
大
き
な
転
換
点
の
年
に
な
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
流
れ
に
勇

気
を
持
っ
て
乗
っ
て
行
き
た
い
で
す

ね
。 

 

理
事 

塩
澤 

勝
重 

共
存
協
同 

 

縁
が
合
っ
て
末
広
町
に
集
ま
り
ま
し

た
。
個
人
も
大
切
で
す
が
一
層
良
い
地

域
と
し
て
協
力
し
て
共
栄
し
ま
し
ょ

う
。 

 

し
て
大
切
に
し
て
き
た
事
は
大
き
な
目

標
を
持
つ
事
、
高
い
目
線
、
闘
う
気
概

を
持
つ
事
、
絶
対
一
番
に
な
る
と
い
う

強
い
気
持
ち
、
こ
れ
ら
目
標
を
チ
ー
ム

や
個
人
に
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
事
で
し

た
。
結
果
が
出
な
か
っ
た
と
き
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
、
場
合
に
よ
っ

て
は
他
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
（
ア

メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
）
に
ス
ケ
ー
ト
部

ご
と
合
同
練
習
を
お
願
い
し
て
研
鑽
を

重
ね
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
受

け
入
れ
て
く
れ
た
相
手
方
に
感
謝
で

す
。 世

界
各
地
と
言
い
ま
し
て
も
欧
州

（
東
・
西
）
北
米
が
主
で
ア
ジ
ア
で
は

中
国
ハ
ル
ピ
ン
、
韓
国
平
昌
な
ど
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
地
域
の
話
を
す
る
と

北
米
は
リ
ン
ク
の
あ
る
街
に
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
例
え
ば
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
な
ど
の
大
き
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
あ
っ
て
中
小
の
店
が
あ
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
よ
う
に

講 

師 

株
式
会
社
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・ 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ 

 

代
表
取
締
役
社
長 

今
村 

俊
明 

氏 

 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
 

月
】 

12 

◈
年
頭
に
あ
た
り
理
事
の
「
令
和
６
年
の
抱
負
・
希
望
・
思
い
」
を
４
文
字
で
表
し
ま
し
た
。 

長
野
か
ら
世
界
を
目
指
し
て 

実
施
日 

令
和
５
年
12

月
６
日
㈬ 

｢いかざ北石｣ 

プレミアム商品券事業 

１冊 5,000 円券を

4,000 円で 700 冊発

売したところ、発売

開始から１時間で完

売しました。 

｢心もあったかおトクな 

Winter｣商品券事業 

１冊 5,000 円券を 4,000 円で限

定 1,000 冊発売 
 

｢わくわくクリスマス宝くじ｣の発行 

740 枚発行し、組合員のお店で

お客様に配り 100 名様が当選。 

１冊 5,000 円商品券をプレゼント 

善光寺口商店会加盟

の５商店会では、年末

年始に独自の事業活動

を行っていますのでそ

の一部を紹介します。 

隣の商店会 
活動拝見 



 

 
 

ま
た
、
最
上
階(

有
料)

は
浜
松
市
が
一
望
で

き
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
展
望
と
な
っ
て
お
り
、
市

民
や
観
光
客
の
集
客
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

【
再
開
発
地
区
の
特
徴
】 

①
Ａ
―
１
地
区
は
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
と
既
存
商
業
地
の

結
節
点
で
あ
る
立
地
を
活
か
し
、
外
来
者
を
受

け
入
れ
る
ホ
テ
ル
を
主
用
途
と
し
、
会
議
等
を

開
催
で
き
る
施
設
を
併
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

低
層
部
に
は
商
業
施
設
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

ホ
テ
ル
宿
泊
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
市
民
が
利

用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。 

②
Ａ
―
２
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
北
口
に
相
応
し

い
土
地
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
地
区
内
の

市
道
を
廃
道
し
て
、
大
街
区
化
し
、
浜
松
市
の

施
策
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
も

と
で
、
街
な
か
の
居
住
者
の
増
加
を
図
る
共
同

住
宅
を
中
心
に
魅
力
あ
る
居
住
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
店
舗
・

業
務
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。 

                  

  

【
建
物
概
要
】 

〔
東
棟
〕
地
下
１
階
地
上
24

階 

商
業
、
業
務
、
図
書
館
、
住
居 

〔
西
棟
〕
地
下
１
階
地
上
16

階 

商
業
、
業
務
、
住
居(

現
在
工
事
中) 

【
再
開
発
地
区
の
目
的
】 

 

当
地
区
は
Ｊ
Ｒ
豊
橋
駅
よ
り
３
０
０
ｍ
程
東
に

位
置
し
、
昭
和
40

年
代
に
オ
ー
プ
ン
し
た
巨
大

商
業
施
設
及
び
狭
間
児
童
に
よ
り
、
豊
橋
市
の
中

心
市
街
地
の
「
交
流
・
回
遊
の
地
」
と
し
て
存
在

し
て
い
た
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と

郊
外
の
宅
地
化
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
商
業
機

能
低
下
と
本
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
低
下
し
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。 

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
一
体
的
に
再
整

備
す
る
こ
と
で
、
時
代
に
即
し
た
豊
橋
市
中
心
市 

  

豊
橋
市
は
愛
知
県
の
南
東
に
位
置
す
る
中
核
市

で
、
南
北
24

㎞
東
西
約
18

㎞
で
、
東
は
弓
張

山
地
を
境
に
静
岡
県
と
接
し
、
南
は
太
平
洋
、
西

は
三
河
湾
に
面
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

 

１
．
豊
橋
駅
前
大
通
２
丁
目
第
一
種
市 

街
地
再
開
発
事
業 

建
物
名
称
「
ｅ
ｍ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ 

(

エ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス)

」 

【
再
開
発
事
業
概
要
】 

地
区
面
積
：
約
１･

５
㏊ 

施
行
期
間
：
平
成
27

年
度
～
令
和
６
年
度 

（
予
定
） 

総
事
業
費
：
約
２
３
６
億
円 

                  

街
地
の
「
要
の
地
」
と
し
て
再
生
を
図
り
豊
橋
市

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。 

【
再
開
発
事
業
の
特
徴
】 

①
敷
地
中
央
部
に
ま
ち
な
か
広
場
を
配
置
し
、
広

場
を
囲
む
よ
う
に
東
棟
・
西
棟
の
２
棟
の
施
設

建
物
を
配
置
し
、
連
続
性
の
あ
る
一
体
的
な
計

画
と
し
て
い
る
。 

②
ま
ち
な
か
広
場
は
再
開
発
区
域
の
中
心
に
配
置

さ
れ
、
再
開
発
ビ
ル
の
低
層
部
に
あ
る
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
施
設
や
ま
ち
な
か
図
書
館
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
て
い
る
。 

【
図
書
館
】 

東
棟
ビ
ル
の
２
・
３
階
の
図
書
館
は
、
豊
橋
市

の
所
有
で
あ
り
、
市
内
に
既
存
の
図
書
館
の
移
設

や
廃
止
で
な
く
、
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
図
書
館

で
、
効
率
的
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
多
く
の
人

が
集
ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。 

                 

２
．
豊
橋
市｢

水
上
ビ
ル
大
豊
商
店
街｣

 

 

再
開
発
地
区
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
〝
用

水
路
上
〟
に
建
設
さ
れ
た
商
店
街
が
あ
っ
た
。

「
豊
橋
ビ
ル
」
「
大
豊
ビ
ル
」
「
大
手
ビ
ル
」
の

３
棟
か
ら
な
り
「
水
上
ビ
ル
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。 

 

こ
の
ビ
ル
は
高
度
成
長
期
の
30

年
代
終
盤
か

ら
40

年
代
初
頭
に
か
け
、
農
業
用
水
（
牟
呂
用

水
）
を
暗
渠
し
、
そ
の
水
路
上
に
建
設
さ
れ
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
～
５
階
建
て
の
「
板
状
建

築
群
」
で
、
総
長
は
水
路
に
沿
っ
て
蛇
行
し
、
８

０
０
ｍ
に
及
ん
で
い
る
。 

１
・
２
階
が
飲
食
、
３
～
５
階
が
住
宅
と
な
っ
て

い
る
。
大
豊
ビ
ル
は
養
鰻
組
合
を
母
体
と
す
る
会

社
が
ビ
ル
ご
と
所
有
し
、
全
て
賃
貸
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。
駅
か
ら
近
い
の
で
店
舗
の
空
き
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

毎
月
第
一
月
曜
日
朝
市
が
開
催
さ
れ
、
多
勢
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
視
察
当
日
11

月
６
日
第

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

               

１
．
旭
・
板
屋
Ａ
―
１
地
区
第
一
種
市 

街
地
再
開
発
事
業 

建
物
名
称
「
旭
町
プ
ラ
ザ
」 

【
Ａ
―
１
地
区
再
開
発
事
業
概
要
】 

地
区
面
積
：
約
０･

２
㏊ 

施
行
期
間
：
平
成
26

年
度
～
令
和
２
年
度 

総
事
業
費
：
約
30

億
円 

【
建
物
概
要
】
（
地
上
13

階
） 

１
階
商
業 

２
階
～
13

階
ホ
テ
ル 

13

階
会
議
室 

 

２
．
旭
・
板
屋
Ａ
―
２
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業 

建
物
名
称
「
一
条
タ
ワ
ー
」 

【
Ａ
―
２
地
区
再
開
発
事
業
概
要
】 

地
区
面
積
：
約
０･

８
㏊ 

施
行
期
間
：
平
成
26

年
度
～
令
和
２
年
度 

総
事
業
費
：
約
１
５
８
億
円 

【
建
物
概
要
】
（
地
上
30

階
） 

１
階
～
２
階 

商
業
、
業
務 

３
階
～
30

階 

住
居 

一
月
曜
日
で
あ
っ
た
が
、
現
地
到
着
が
午
後
２
時

頃
で
あ
っ
た
た
め
、
人
通
り
も
少
な
く
な
っ
て
は

い
た
が
、
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
賑

や
か
で
あ
っ
た
。 

                         

浜
松
市
は
、
東
京
・
大
阪
の
２
大
都
市
圏
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
す
る
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
南

北
73

㎞
、
東
西
52

㎞
で
、
東
に
天
竜
川
、
西

に
景
勝
地
浜
名
湖
を
有
す
る
な
ど
、
地
理
的
条
件

に
恵
ま
れ
た
都
市
。
浜
松
市
は
工
業
都
市
で
あ
っ

た
た
め
、
世
界
大
戦
で
市
の
80

％
が
空
爆
さ
れ

た
苦
い
経
験
を
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
中
止
し
て
い
た｢

長
野
市
再
開
発
促
進
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
研

修｣

が
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
２
名
を
含
む
19

名
が
参
加
し
た
。 

今
年
度
は
「
愛
知
県
豊
橋
市
」
「
静
岡
県
浜
松
市
」
を
視
察
し
た
。 

〔
参
考
〕
長
野
市 
人
口
約
37

万
人
、
面
積
８
３
５
㎢ 

主
な
再
開
発
地
区
面
積 

長
野
駅
前
Ａ
地
区 

 
 

 
 

 

約
０･

８
㏊ 

長
野
銀
座
Ａ
ー
１
（
ト
イ
ー
ゴ
）
約
１･

０
㏊ 

権
堂
Ｂ
ー
１
地
区 

 
 

 
 

 
 

０･

６
㏊ 

日
程
：
令
和
５
年
11
月
６
日
㈪
・
７
日
㈫ 

場
所
：
愛
知
県
豊
橋
市
（
人
口
約
37
万
人
、
面
積
２
６
２
㎢
） 

静
岡
県
浜
松
市
（
人
口
約
79
万
人
、
面
積
１
，
５
５
８
㎢
） 

令
和
５
年
度 

長
野
市
再
開
発
促
進
協
議
会 

「ま
ち
づ
く
り
視
察
研
修
」報
告 

◎
豊
橋
市 

◎
浜
松
市 

豊橋市 emCAMPUS(エムキャンパス) 

前面の事務所の窓にスクリーンが降り、 
観客が階段に座り、映写が出来る 

水上ビル大豊商店街の 

朝市風景 

浜松市「一条タワー」（右） 
    「旭町タワー」（左前） 

最上階から見た浜松市内 

 

 
 

善光寺口駅

前広場にクリ

スマスツリー

が飾られ、県

都玄関口で信

州を訪れるお

客様をお迎え

しました。 

毎年年末に行っている

ウェストプラザ長野ビル

の清掃にサンタクロース

とトナカイ姿の作業員が

ビル清掃を行い、道行く

人達がビルを見上げ、１

年間の思いと来る年の期

待を寄せていました。 


